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「子供が大好きイエス様」 2006年 11月 12日 子供祝福式

今日は子供祝福式です。だから、子供たちのお話をしましょう。

これは、昔々、そう、二千年も前のイスラエルでもお話です。始まり始まり～。

１．「やあ、みんな。ボクＡ太郎。いつも鼻水たらしてるけど、それがボクの

チャームポイントさ！ そうだ、ボクの友達を紹介するよ。」

２．「やあ、ボクはＢ夫。風邪なんてひいてないんだけど、いつも鼻水がたれちゃ

うんだよ。Ａ太郎くんとは、とっても仲良しなんだ。もう一人、大好きなお友

達がいるよ。紹介するね。」

３．「こんにちは、わたしはＣ子よ。もう鼻水たれちゃって困っちゃうんだけど、

みんな『それが可愛いよ』って言ってくれるの ♡」

４．そんな鼻たれ３人組ですが、みんなイエス様が大好き。イエス様にいつかお会

いしたいなあって、みんなそう願っていたんですよ。

そう、二千年前のイスラエルには、イエス様が本当におられたんですね。

そして、イエス様に会うことだって出来たんです。うらやましいですね～！

５．ある日、Ｂ夫くんのママが教えてくれました。

「Ｂ夫、今度ね、あなたの大好きなイエス様がこの町に来られるんですって。

あなたが会いたいのなら、ママがイエス様がおられるところへ連れて行って

あげましょうか？」

「本当、ママ!? うわ～い、嬉しいな～、嬉しいな～、みんな誘って行こう！

みんな、喜ぶぞ～～～～～！！」

こうしてＡ太郎くん、Ｂ夫くん、そしてＣ子ちゃんは、イエス様に会いに行きま

した。

６．こうして出かけていくと、町のはずれに本当にイエス様がおられたのでした。

イエス様は集まった皆に、神様の愛を教えておられました。そばには、イエス様

のお弟子さんたちもいました。

７．「うわ~イエス様だ～！イエス様～～～～！！」

そう言って、鼻たれ３人組みは嬉しくって嬉しくって、イエス様のもとへ駆け

寄ろうとしたのです。・・・ところがその時です！
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８．「おいおい、何だ、何の用だ？ 何？イエス様とお話がしたい？ おいおい、イエス

様はとっても忙しいんだぞ。今だって、大人の人たちに色々な教えを語っておら

れるんだ。邪魔するんじゃない！ だいたいお前たちは何だ、その汚い顔は!? 鼻水

たらして、イエス様に失礼じゃないか！ さあさあ、帰った帰った。鼻水が止まっ

たら、また出直してきなさい!!」

９．ただイエス様とお話がしたかっただけなのに、イエス様にお祈りしてもらいたか

っただけなのに、その気持ちがお弟子さんたちには通じませんでした。

散々怒られて、鼻たれ３人組みは、悲しくって悲しくって・・・。

Ａ太郎「うわ～ん、悔しいよ、悔しいよ～。汚い顔だって!? 余計なお世話だよ！」

Ｂ夫 「ボクだって、好きで鼻水たらしているんじゃないよ･･･どうしたらいいんだよ」

Ｃ子 「あたしはこんなに可愛いのに。鼻水だって、So Cuteなのにっ!!」

鼻たれ３人組は、大声で泣き続けました。すると・・・

10．なんとイエス様が近寄ってきてくださったのです！

そして、意地悪なことを言った弟子たちに向かって、こうおっしゃいました。

『子供たちを自由に来させなさい。 じゃまをしてはいけません。

天国は、この子たちのような者の国なのですから』 マタイ１９：１４

そうです、イエス様は子供が大好きなんです！ 子供たちが泣いている声は、

ちゃんとイエス様に届いていたんですね。

11．「うわ～い、イエス様～！」鼻たれ３人組は、もう大喜び。イエス様は三人を

喜んで迎えてくださり、手を頭に置いて、祝福のお祈りをしてくださいました。

こうして鼻たれ３人組は、もっともっとイエス様のことが大好きになったんです。

12．イエス様は、子供のことが大好きです。今はイエス様は天におられますが、

いつもみんなのことを見守っていてくださるんですね。

教会に来ると、そのことがよ～く分かります。イエス様がどんなに一人一人を

愛しておられるか、そのことをもっともっとみんなに知って欲しいなって、そう

思っています。

おしまい。


